
小社出版物につきまして、下記の訂正がございます。ここに訂正し、ご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。

2025年4月8日

科目 頁 誤（訂正前） 正（訂正後）

試験概要 12 13.3％ 23.3％

環境 100 一酸化炭素（CO） 　　10ppm以下（0.001％） 一酸化炭素（CO） 　　6ppm以下（0.0006％）

問題
選択肢

　（選択肢2の数字） 　（選択肢2の数字）

解答解説文 これより、P 1=2kN、P 2＝8kNが得られる これより、P 1=8kN、P 2＝2kNが得られる

構造 388

（ヒンジなし） （ヒンジあり）
構造 441 実践問題の

問6
解答 ×│あまり影響しないため、考慮しなくて良い。な、疲労設計

に用いる部材の応力は、切欠きなどによる応力集中や溶接
による残留応力を考慮する必要はない

〇│あまり影響しないため、考慮しなくて良い。なお、疲労設
計に用いる部材の応力は、切欠きなどによる応力集中や溶
接による残留応力を考慮する必要はない

株式会社エクスナレッジ

●梁の曲げ変形公式（最大
たわみδとたわみ角θを求め
る公式）
不静定梁の左図

最頻出問題の
問2

構造 377

『ラクラク突破の1級建築士スピード学習帳 2025』 正誤表
該当箇所

●室内空気環境基準

過去5年間の合格率
［ 学科］令和6年の合格率
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